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一

繹
愈
の
成
道
が
佛
教
の
基
盤
で
あ
り
、
成
道
と
は
い
は
ゆ
る
韓
迷
開
悟
を
意

味
す
る
。
迷
と
は
現
實
の
人
生
に
封
す
る
倒
見
を
指
し
、
悟
と
は
理
想
と
す
る

佛
陀
正
畳
の
意
で
あ
る
。
而
し
て
そ
れ
は
澤
土
思
想
も
展
開
す
る
こ
と
と
な
つ

た
。
四
諦
論
も
、
十
二
因
縁
読
も
、
と
も
に
人
生
と
正
畳
に
つ
い
て
の
教
で
あ

る
。
八
正
道
、
六
度
、
十
度
等
の
教
読
か
ら
、
三
露
、
五
戒
に
は
じ
ま
る
具
足

戒
な
ど
、
ま
た
戒
定
慧
の
三
學
等
、
こ
れ
ら
は
み
な
圭
と
し
て
正
畳
へ
の
道
程

を
教
へ
た
も
の
で
あ
る
。

佛
陀
正
畳
に
つ
い
て
の
考
へ
方
の
時
代
的
相
違
と
、
入
生
に
お
け
る
實
践
修

道
の
自
己
批
到
が
、
二
千
五
百
年
の
佛
教
史
と
し
て
展
開
し
た
。
第

一
に
は
、

入
生
と
正
畳
と
の
距
離
の
遠
近
に
つ
い
て
、
即
ち
衆
生
と
佛
と
の
質
的
差
異
の

問
題
で
あ
る
。
帥
ち
窪
(迦
懸
身
の
考
へ
方
か
ら
、
壽
量
長
遠
の
法
身
に
至
る
ま

で
。
第
二
に
は
、
人
生
と
正
畳
と
の
相
即

一致
に
つ
い
て
。
即
ち
時
聞
的
逞
速

の
問
題
で
あ
る
。
第
三
に
は
、
現
實
的
自
我
の
反
省
と
深
察
に
つ
い
て
。
邸
ち

頓
漸
、
利
鈍
の
機
根
の
問
題
と
、
正
像
末
の
時
に
關
す
る
問
題
で
あ
る
。
第
四

に
は
、
宗
教
の
本
質
に
つ
い
て
の
顧
慮
、
い
は
ゆ
る
佛
陀
の
慈
悲
の
限
度
の
問

題
で
あ
る
。
即
ち
衆
生
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
量
と
質
の
問
題
で
あ
り
、
慈
悲
擾

護
の
範
園
を
男
女
老
少
智
愚
善
悪
の
一
切
衆
生
に
ま
で
擾
げ
る
か
否
か
の
問
題

で
あ
る
。

二

我
が
日
本
佛
教
を

一
貫
す
る
本
質
的
基
盤
は
、
(
一)

一
乗
、
(
二
)
常
住
法

身
、
(
三
)
速
疾
成
佛
に
あ
る
と
い
つ
て
よ
い
。
帥
ち
一
切
衆
生
悉
有
佛
性
の

立
場
に
立
つ
李
等
成
佛
の
圭
張
と
、
十
方
遍
満
壽
量
長
遠
佛
の
信
仰
、
印
ち
毘

盧
舎
那
佛
、
阿
彌
陀
佛
、
大
日
如
來
、
久
遽
本
佛
等
を
本
奪
と
仰
ぐ
佛
教
で
あ

り
、
即
身
成
佛
、
即
心
是
佛
、
現
生
不
退
入
正
定
聚
等
を
以
て
實
践
面
の
基
調

と
す
る
。
一
切
衆
生
卒
等
成
佛
の
量
と
、
常
佳
久
遠

の
質
と
、
速
疾
成
佛
の
時

を
立
場
と
す
る
佛
教
で
あ
る
。
是
れ
ら
の
意
昧
を
端
的
に
表
現
し
た
語
が
、
飛

行
無
凝
道

で
あ

る
。

此

の
現
實
界

に
於

て
も
、

一
定

の
場
所

か
ら
目
的
地
に

到
蓬

す

る

た

め

に

は
、
陸
道

と
水
道
と
室
道
が
あ

る
。

叉
そ
れ
ぞ

れ
の
道
に
も
、

歩
行

と
腕

車
と

汽
車
、
水
泳

と
ボ
ー
ト
と
汽
船
、

オ
ー
ト
ヂ

ャ
イ

官
と
グ

ロ
ー
ブ

マ
ス
タ

ー
と

ジ

エ
ッ
ト
機
な
ど

の
相
違
に
よ

つ
て
、
遅
速

と
大
小

の
差
が
あ

る
。
古
來
、

佛

教
で
は
車

の
爾
輪
、

鳥

の
讐
翼

と

い
ふ
語
句

を
用
ひ
て
き
た
が
、
陸

と
室
に

つ

い
て
の
自
然
現
象
を
人
間
の
思
索
に
懸
用
し
た
巧
み
な
用
語
で
あ
る
。
叉
、
紳

通
と

い
ふ
考

へ
方
も

可
な
り
古

い
。
そ
れ
は
人
間

の
理
想

の
夢

で
も
あ

つ
た
わ

け
だ
が
、
そ

の
中
に
神
足
通

と
い
ふ

の
が
あ

る
。

印
度
の
龍
樹

に
は
、
十
住
毘
婆
沙
論

の
易
行

品
に
、
如
二世
間
道
輔
有
レ
難
有
レ

易
、
…
…
と
し
て
、
陸
道
の
歩
行
は
則
ち
コ苦
し
く
、
水
道
の
乗
船
は
則
ち
樂

し
、
と
喩
へ
て
菩
薩
の
道
に
勤
行
精
進
の
も
の
と
信
方
便
易
行
の
も
の
と
の
あ

る
こ
と
を
読
い
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
印
ち
陸
道

の
歩
行
が
難
行
道
で
あ

り
、
水
道
の
乗
船
が
易
行
道
で
あ
る
こ
と
と
、
難
行
道
は
無
撒
劫
の
時
間
を
要

す
る
の
に
易
行
道
は
速
疾
不
退
轄
地
を
圭
張
し
た
教
読
と
し
て
、
支
那
及
び
目

本
に
於
け
る
易
行
道
佛
教
の
元
組
と
仰
が
れ
る
の
で
あ
る
。

我
が
聖
徳
太
子
は
、
,
 
法
華
輕
及
び
勝
糞
経
の
思
想
か
ら
一
大
乗
を
探
用
し
て
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こ
れ
を
基
盤
と
し
、
法
華
の
壽
量
長
遠
佛
を
究
意
法
身
と
仰
い
で
常
佳
一
膿
三

寳
を
圖
依
し
、
そ
の
法
身
と
自
性
清
漂
心
と
の
相
印
關
係
を
勝
婁
経
に
求
め
ら

れ
た
が
、
速
疾
成
佛
の
問
題
に
つ
い
て
は
未
だ
明
瞭
な
も
の
が
な
か
つ
た
。

次
い
で
傳
來
し
た
奈
良
佛
教
に
つ
い
て
は
、そ
の
全
盛
を
極
め
た
法
相
宗
は
、

五
姓
各
別
の
宗
義
に
立
ち
、
三
大
阿
檜
祇
劫
成
佛
を
以
て
立
場
と
し
た
。
し
か

し
こ
れ
を
批
到
し
て
興
つ
た
華
嚴
宗
が
、
一
乗
卒
等
の
宗
義
に
立
ち
、
初
獲
心

時
便
成
正
畳
の
速
疾
成
佛
を
圭
張
し
た
こ
と
は
、
そ
の
後
に
展
開
す
る
日
本
佛

教
の
實
陵
基
調
と
し
て
注
意
を
要
す
6
黙
で
あ
る
。

華
嚴
を
佛
教
學
の
基
本
と
し
て
こ
れ
を
學
修
し
、
卒
安
の
新
佛
教
を
打
立
て

た
最
澄
と
室
海
と
は
、
と
も
に

一
乗
を
以
て
そ
の
基
盤
と
し
、
法
華
の
久
遠
實

成
大
牟
尼
愈
と
大
日
の
大
既
盧
遮
那
自
性
法
身
と
を
そ
れ
ぞ
れ
の
本
尊
と
仰
ぎ

っ
つ
、
印
身
成
佛
を
以
て
宗
旨
と
し
た
の
で
あ
る
。
天
台
法
華
宗
に
は
具
に
印

入
の
義
あ
り
と
圭
張
し
て
、
一
切
衆
生
圓
機
凡
夫
の
獲
心
修
行
に
帥
入
正
位
を

認
め
た
最
澄
と
、
三
密
の
加
持
入
我
我
入
に
よ
る
父
母
所
生
身
の
即
身
成
佛
を

力
読
し
た
室
海
と
は
、
と
も
に
そ
の
後
展
開
す
る
日
本
佛
教
の
開
導
者
と
な
つ

た
の
で
あ
る
。

最
澄
は
顯
戒
論
の
中
に
不
必
定
必
定
入
印
輕
を
引
文
し
て
、
羊
乗
行
、
象
乗

行
、
月
肩
神
通
乗
行
、
聲
聞
神
通
乗
行
、
如
來
神
通
爽
行
の
五
種
菩
薩
を
塁

げ
、
前
二
乗
行
の
菩
薩
は
無
上
菩
提
を
必
定
せ
ず
し
て
無
上
智
道
を
退
く
に
樹

し
、
後
三
粟
行
の
菩
薩
は
無
上
菩
提
を
必
定
し
て
無
上
智
道
を
退
か
ず
と
読

く
。
し
か
も
前
二
乗
行
を
陸
行
と
し
、
後
三
乗
行
を
室
行
と
す
る
。
佛
果
不
必

定
の
前
二
を
無
翼
の
劣
菩
薩
と
す
る
に
鞠
し
、
佛
果
必
定
の
後
三
を
直
道
の
菩

薩
之
し
て
推
禰
す
る
。
こ
れ
は
我
國
に
は
じ
め
て
大
乗
の
菩
薩
圓
戒
を
打
立
て

ん
が
た
め
の
圭
張
で
あ
つ
た
。

更
に
守
護
國
界
章
の
中
に
は
、
権
小
、
権
大
、
實

一
乗
の
三
は
そ
の
道
は
る

か
に
別
に
し
て
思
議
す

る
こ
と
難

し
と
読

い
て
、
そ

の
修
行
道

に
迂
同

と
歴
劫

と
直
道

の
三
道

が
あ
り
、

し
た
が

つ
て
そ

の
修
行
者

に
も
迂
同
道
を
歩
行
す

る

者
、
歴
劫
道
を
歩
行
す
る
者
、
無
擬
道
を
飛
行
す
る
者
の
三
あ
る
こ
と
を
圭
張

し
て
ゐ
る
。
印
ち
無
擬
道
を
飛
行
す
る
者
は
、
直
道
を
飛
行
す
る
の
で
あ
り
、

眞
實

一
乗

の
成
佛

道
は
最

も
速
疾

に
し
て
易

行
で
あ
る

こ
と
を
云
は
ん
と
し
た

も

の
で
あ
る
。

し
か
も
そ

の
結
論
に
於
て
、

歩
行
迂

廻
道

と
歩
行
歴
劫
道

の
二

歩
行
道
は
、

教
は
有
れ
ど
も
修
す
る
人
は
無
じ
と
断

じ
、
當
今

の
人
機

は
皆
韓

攣
し
て
す

べ
て
小
乗

の
機
は
無

い
、
正
法
と
像

法
と
は
梢

垂
過
ぎ
已
り
て
末
法

は
な
は
だ
近
き
に
あ
る
か
ら
法
華
二

乗

の
機

こ
そ
は
今

正
し
く
其

の
時

で
あ
る

と
読
い
て
、
法
華

一
乗
の
時
機
相
鷹
の
佛
教
を
高
調
し
た
も
の
で
あ
る
。
小
乗

や
権
大
乗
に
読
く
種
ー
な
る
輝
定
に
よ
る
成
佛
の
時
は
已
に
過
ぎ
た
の
で
あ
つ

て
、
四
安
樂
行
、
三
入
着
坐
行
、
六
牙
白
象
襯
、
六
根
臓
悔
法
、
般
若

一
行
鶴
、

般
舟
三
昧
行
、
方
等
眞
言
行
、
翻
音
六
字
句
、
遮
那
胎
藏
等
の
如
き
直
道
の
経

に
よ
つ
て
修
行
し
得
道
す
る
も
の
の
現
に
撒
多
い
こ
と
を
實
謹
と
し
た
。

室
海
は
十
佳
心
論
の
序
に
衆
生
の
佳
宅
に
十
虚
あ
る
こ
と
を
示
し
、
衆
生
は

狂
迷
し
て
そ
の
本
宅
を
知
ら
ず
、
三
趣
に
沈
漁
し
四
生
に
鈴
餅
す
、
苦
の
源
を

知
ら
ず
、本
に
還

へ
る
心
無
き
た
め
、聖
父
は
こ
れ
を
懲
み
て
そ
の
蹄
路
を
示
す

と
し
、
麟
路
に
径
と
紆
、
所
粟
に
逞
と
速
の
別
あ
る
て
と
を
読
き
、
牛
羊
等
の

車
は
紆
曲
に
逐
う
て
徐
々
に
進
む
か
ら
必
ず
三
大
無
撒
劫
を
経
る
に
封
し
、
神

通
の
賓
酪
は
虚
室
を
凌
い
で
速
か
に
飛
ぶ
が
た
め
一
生
の
問
に
必
ず
所
詣
に
到

る
と
読

い
充
。

更
に
そ

の
後
文
に
は
、

大
日
所
乗

の

一
禮
速
疾

の
神
通

の
寳
軽

を
許
し
て
、
灌
頂

の
職

位
を
授

け
印

身
成
佛

の
眞
言
秘
藏
を
受
用
せ
し
む

と
な

す
も

の
で
あ
る
。

我
が
日
本
佛
教

は
此

の
飛
行

無
磯
道

を
更

に

一
切
衆
生
に
開
放
し
た
も

の
と

云
ふ
こ
と
が

で
き
よ
写り
。

飛

行

無

凝

濫

(
化

山
)
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